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新新
議議
会会
のの
役役
員員
決決
まま
るる

新
議
会
の
役
員
決
ま
る
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財

政

総

務

文

教

市

民

福

祉

環

境

建

設

人

事

６
月
４
日
の
本
会
議
で
、
次
の
と

お
り
常
任
委
員
会
等
の
役
員
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

委

員

長

山

根

孝

副
委
員
長

寺

尾

恵

子

委

員

木

村

裕

委

員

森

本

彪

委

員

桑

原

薫

委

員

梶

川

文

代

委

員

野

村

義

弘

委

員

木

下

平
次
郎

委

員

曽
呂
利

邦

雄

主
な
所
管
事
項

市
長
室（
秘
書
、

広
報
）
総
務
部（
総
務
法
制
、
人
事
、

情
報
公
開
）
企
画
部
（
政
策
推
進
、

行
財
政
改
革
、
防
災
）
財
務
部
（
財

政
、市
税
）人
権
部（
人
権
啓
発
、男
女

共
同
参
画
、
非
核
平
和
）
消
防
ほ
か

委

員

長

竹

村

博

之

副
委
員
長

坂

口

妙

子

委

員

池

渕

佐
知
子

委

員

和

田

学

委

員

宇
都
宮

正

則

委

員

藤

木

祐

輔

委

員

由

上

勇

委

員

豊

田

稔

委

員

松

本

洋
一
郎

主
な
所
管
事
項

教
育
委
員
会

（
教
育
施
設
の
管
理
、
就
学
、
教
育

指
導
、
人
権
教
育
、
生
涯
学
習
、
青

少
年
対
策
、
文
化
会
館
、
図
書
館
、

公
民
館
、
体
育
施
設
）
市
民
文
化
部

（
住
民
登
録
、
国
保
、
年
金
、
市
民

相
談
、
文
化
・
産
業
振
興
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
施
策
）
農
業
委
員
会

委

員

長

六

島

久

子

副
委
員
長

竹

内

忍

一

委

員

中

本

美
智
子

委

員

山

本

力

委

員

神

保

義

博

委

員

生

野

秀

昭

委

員

柿

原

真

生

委

員

倉

沢

恵

委

員

山

下

真

次

主
な
所
管
事
項

福
祉
保
健
部

（
高
齢
・
障
害
者
福
祉
、
生
活
保
護
、

介
護
保
険
）
児
童
部
（
児
童
・
母
子

福
祉
、
青
少
年
施
策
の
総
合
調
整
）

環
境
部
（
公
害
、
や
す
ら
ぎ
苑
、
ご

み
処
理
、
リ
サ
イ
ク
ル
）
市
民
病
院

委

員

長

奥

谷

正

実

副
委
員
長

中

野

紀
世
志

委

員

島

晃

委

員

福

屋

隆

之

委

員

信

田

邦

彦

委

員

塩

見

み
ゆ
き

委

員

村

口

始

委

員

藤

川

重

一

委

員

伊

藤

孝

義

主
な
所
管
事
項

都
市
整
備
部

（
景
観
・
市
街
地
整
備
、
都
市
計
画
、

開
発
指
導
、
建
築
指
導
、
市
営
住
宅
）

建
設
緑
化
部
（
公
園
・
緑
化
、
市
道

の
舗
装
・
補
修
、
交
通
政
策
）
下
水

道
部
（
下
水
管
の
布
設
、
処
理
場
の

管
理
、
水
路
改
良
）
水
道
部
（
給
配

水
、
水
質
管
理
、
漏
水
防
止
）

特
別
委
員
会
等

吹
田
操
車
場
等
跡
利
用

対
策
特
別
委
員
会

委

員

長

藤

木

祐

輔

副
委
員
長

桑

原

薫

委

員

島

晃

委

員

中

本

美
智
子

委

員

山

本

力

委

員

梶

川

文

代

委

員

由

上

勇

委

員

柿

原

真

生

委

員

村

口

始

委

員

豊

田

稔

委

員

山

根

孝

都

市

環

境

整

備

対
策
特
別
委
員
会

委

員

長

神

保

義

博

副
委
員
長

中

野

紀
世
志

委

員

竹

内

忍

一

委

員

木

村

裕

委

員

坂

口

妙

子

委

員

池

渕

佐
知
子

委

員

信

田

邦

彦

委

員

塩

見

み
ゆ
き

委

員

野

村

義

弘

委

員

藤

川

重

一

委

員

曽
呂
利

邦

雄

議
会
運
営
委
員
会

委

員

長

山

下

真

次

副
委
員
長

信

田

邦

彦

委

員

寺

尾

恵

子

委

員

山

本

力

委

員

宇
都
宮

正

則

委

員

福

屋

隆

之

委

員

藤

木

祐

輔

委

員

山

根

孝

委

員

松

本

洋
一
郎

議
会
だ
よ
り
編
さ
ん
委
員

和

田

学

奥

谷

正

実

六

島

久

子

竹

村

博

之

山

根

孝

そ
の
他
の
委
員
等

監

査

委

員

福

屋

隆

之

村

口

始

農
業
委
員
会
委
員

桑

原

薫

信

田

邦

彦

豊

田

稔

藤

川

重

一

松

本

洋
一
郎

大
阪
府
都
市
競
艇
組
合

議
会
議
員

木

下

平
次
郎

淀
川
右
岸
水
防
事
務
組
合

議
会
議
員

生

野

秀

昭

安
威
川
、
淀
川
右
岸
流
域

下
水
道
組
合
議
会
議
員

宇
都
宮

正

則

竹

村

博

之

６
月
臨
時
会
で
は
、
次
の
方
の
選

任
に
同
意
し
ま
し
た
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

岸
部
南
１
丁
目
２４
番
１０
―

５
０
４
号

飯

井

巧

忠

氏

６月

市
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
市
政
並
び
に
市
議
会
に
対
し
ま
し

て
格
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

私
た
ち
は
、
さ
き
の
６
月
臨
時
会
に
お
き

ま
し
て
、
吹
田
市
議
会
の
正
副
議
長
と
い
う

要
職
に
つ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

我
が
国
の
経
済
は
長
期
低
迷
を
続
け
て
お

り
、
株
価
の
低
迷
や
完
全
失
業
率
が
高
い
水

準
で
推
移
す
る
な
ど
、
景
気
の
不
透
明
感
は

依
然
と
し
て
払
拭
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
本
市
の
財
政
状
況
も

誠
に
厳
し
い
情
勢
に
あ
り
ま
す
が
、
地
方
自

治
体
に
は
、
行
財
政
改
革
の
推
進
や
地
方
分

権
へ
の
対
応
、
青
少
年
の
健
全
育
成
や
環
境
問
題
な
ど
重
要
な
行
政

課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
千
里
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
再
生
へ
の
取
り

組
み
、
ご
み
焼
却
場
の
建
て
替
え
な
ど
、
行
政
の
各
分
野
で
、
数
多

く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

特
に
、
吹
田
操
車
場
跡
地
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
き
ま
し
て
は
、
３５
万
市
民
の
将
来

に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
重
要
な
課
題
で

あ
り
ま
す
の
で
、
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
一
層
、

効
率
的
な
行
財
政
運
営
に
留
意
す
る
と
と

も
に
、
よ
り
豊
か
な
市
民
生
活
の
実
現
と

活
力
あ
る
地
域
社
会
を
築
い
て
い
く
た
め

に
、
最
大
限
の
努
力
を
傾
注
し
て
い
く
所

存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
倍
旧
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
議
員
に
よ
る
吹
田
市
議
会
は
、
５
月
２７
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

統
一
地
方
選
挙
後
、
初
め
て
の
議
会
と
し
て
、
６
月
臨
時
会
が
６
月
３
日
か
ら
１０
日
ま

で
開
か
れ
、
議
長
・
副
議
長
及
び
議
会
選
出
監
査
委
員
を
は
じ
め
常
任
委
員
会
・
特
別
委

員
会
な
ど
の
新
し
い
役
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
１５
年
（
２
０
０
３
年
）
度
の
各
会
計
補
正
予
算
４
件
な
ど
の
専
決
処
分

報
告
を
承
認
し
、
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
配
偶
者
特
別
控
除
の
一
部
廃
止
な
ど

を
内
容
と
す
る
市
税
条
例
の
一
部
改
正
や
人
事
案
件
な
ど
、
す
べ
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

会

派

の

構

成

会

派

名

構

成

議

員

（

議

席

順

）

日

本

共

産

党
（
８
）

柿
原

真
生

塩
見
み
ゆ
き

竹
村

博
之

村
口

始

山
根

孝

曽
呂
利
邦
雄

倉
沢

恵

松
本
洋
一
郎

公

明

党
（
７
）

島

晃

坂
口

妙
子

六
島

久
子

神
保

義
博

桑
原

薫

宇
都
宮
正
則

福
屋

隆
之

民

主

市

民

連

合
（
７
）

竹
内

忍
一

奥
谷

正
実

木
村

裕

和
田

学

森
本

彪

山
本

力

信
田

邦
彦

自

由

民

主

党
（
５
）

中
野
紀
世
志

豊
田

稔

野
村

義
弘

山
下

真
次

伊
藤

孝
義

市

民

リ

ベ

ラ

ル
（
４
）

生
野

秀
昭

藤
木

祐
輔

藤
川

重
一

木
下
平
次
郎

吹
田
い
き
い
き
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
３
）

中
本
美
智
子

池
渕
佐
知
子

寺
尾

恵
子

す

い

た

連

合
（
１
）

梶
川

文
代

（

無

所

属

）
（
１
）

由
上

勇

編 集 者 和田 学

奥谷 正実・六島 久子

竹村 博之・山根 孝

発行所

吹田市泉町１丁目３番４０号

吹田市議会事務局
電話 ０６(６３８４)１２３１

議
長
に
伊
藤
氏
、副
議
長
に
和
田
氏

２１７市市議議会会だだよよりり

就任あいさつ

議 長
伊藤 孝義

副議長
和田 学

すいた

市のホームページアドレスは、http:��www.city.suita.osaka.jp�です。

（１）第２１７号 ２００３年（平成１５年）６月２６日 発行
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皆
様
の
大
き
な
お
力
を
お
借
り

致
し
ま
し
た
。
感
謝
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。「
こ
れ
か
ら
の
吹
田
を
、

未
来
へ
対
し
て
責
任
を
果
た
し
て

い
け
る
世
代
へ
お
任
せ
下
さ
い
」

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、
ゆ

と
り
と
豊
か
さ
と
潤
い
の
あ
る
街

づ
く
り
へ
提
言
を
し
て
参
り
ま
す
。

皆
様
方
の
力
強
い
ご
支
援
で
２

期
目
の
当
選
を
賜
り
、
心
よ
り
感

謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
２１

世
紀
を
迎
え
『
都
市
基
盤
整
備
、

子
育
て
・
教
育
・
福
祉
施
策
の
充

実
、
自
然
環
境
保
全
、
若
い
世
代

の
声
を
議
会
に
反
映
』
と
実
現
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

地
方
分
権
の
目
的
は
市
民
自
治

の
確
立
で
あ
り
、
自
治
体
は
国
の

法
律
や
施
策
の
代
行
者
か
ら
自
ら

企
画
立
案
実
行
す
る
主
体
と
し
て

権
限
と
責
任
を
有
し
て
き
て
お
り
、

議
会
の
責
任
も
更
に
重
大
と
な
っ

て
い
ま
す
。
今
期
も
新
し
い
社
会

シ
ス
テ
ム
実
現
に
取
り
組
み
ま
す
。

皆
さ
ま
の
真
心
か
ら
の
ご
支
援

に
よ
り
初
当
選
さ
せ
て
頂
き
、
心

か
ら
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。「
一
票
」
に
託
さ
れ
た
皆
さ
ま

の
思
い
を
忘
れ
ず
、
福
祉
や
介
護

の
経
験
を
生
か
し
て
、
住
み
良
い

吹
田
の
街
づ
く
り
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

皆
様
の
真
心
の
ご
支
援
に
よ
り

初
当
選
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
は

皆
様
の
真
心
に
お
応
え
す
る
た
め

生
活
者
の
視
点
と
女
性
の
目
線
で

〝
わ
が
街
・
吹
田
〞
の
街
づ
く
り

に
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

皆
様
の
力
強
い
ご
支
援
で
２
期

目
の
当
選
を
さ
せ
て
頂
き
心
か
ら

感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

福
祉
、
介
護
、
少
子
、
教
育
、
環

境
、
労
働
等
、
課
題
が
山
積
し
て

お
り
、
今
後
も
女
性
の
視
点
、
生

活
者
の
視
点
で
住
民
参
加
の
街
づ

く
り
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

皆
様
の
力
強
い
ご
支
援
で
初
当

選
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
心
よ
り

感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

「
身
近
な
政
治
」
の
実
現
に
向
け
、

こ
れ
ま
で
通
り
市
民
活
動
を
ベ
ー

ス
に
市
民
の
視
点
で
、
皆
様
の
声

が
市
政
に
反
映
で
き
る
よ
う
全
力

で
頑
張
り
ま
す
。

政
治
の
主
体
は
私
た
ち
市
民
で

す
。
誰
も
が
参
画
で
き
る
政
治
を

め
ざ
し
て
、
男
女
共
同
参
画
や
子

ど
も
の
視
点
を
大
切
に
、
ま
っ
す

ぐ
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

暮
ら
し
の
す
べ
て
に
繋
が
る
政
治

を
市
民
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
力
で
私

た
ち
の
手
に
取
り
戻
し
ま
し
ょ
う
。

草
の
根
の
市
民
活
動
を
ベ
ー
ス

に
３
期
目
の
議
員
活
動
が
始
ま
り

ま
し
た
。
新
し
い
市
民
社
会
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
吹
田
市
が
時

代
に
取
り
残
さ
れ
な
い
よ
う
、
今

後
も
行
政
・
議
会
の
透
明
化
に
努

力
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
さ

ん
と
の
協
働
の
道
を
探
り
ま
す
。

３
期
目
の
議
席
を
賜
り
ま
し

た
。
引
続
き
、
市
民
の
皆
様
方
の

代
弁
者
と
し
て
、
公
正
公
平
な
立

場
で
「
現
地
現
場
」
主
義
の
考
え

で
、
行
財
政
改
革
、
都
市
基
盤
整

備
の
充
実
を
中
心
に
、
市
民
の
皆

様
方
と
「
創
意
工
夫
」
を
す
る
議

員
活
動
を
展
開
し
て
参
り
ま
す
。

地
方
分
権
に
よ
る
自
己
責
任
、

自
己
決
定
で
夢
多
き
吹
田
の
ま
ち

づ
く
り
。
福
祉
、
健
康
、
医
療
、

教
育
、
環
境
、
産
業
、
都
市
基
盤

な
ど
す
べ
て
の
政
策
に
市
民
参
加

参
画
で
先
進
都
市
を
め
ざ
す
。
南

千
里
駅
前
再
開
発
、
千
里
の
公
的

住
宅
建
替
に
住
民
意
思
を
反
映
。

温
か
い
ご
支
援
で
７
期
目
の
議

席
を
賜
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。「
安
心
し
て
住
み
つ
づ
け
ら
れ

る
街
づ
く
り
」
を
市
民
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
考
え
実
行
し
て
ま
い
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。
今
後
と
も
ご

指
導
、
ご
鞭
撻
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
の
力
強
い
ご
支
援
を
賜
わ

り
２
期
目
の
当
選
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
常
に
現
場
第
一
主
義
で
、

徹
し
て
一
人
の
人
を
大
切
に
「
住

民
の
生
活
に
直
結
し
た
政
治
」
と

公
約
実
現
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

皆
様
の
真
心
か
ら
の
御
支
援
を

い
た
だ
き
、
３
期
目
の
当
選
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。「
ま
じ
め
に
働
く
人
が

報
わ
れ
る
社
会
」
の
実
現
に
向
け

ま
し
て
全
力
で
お
応
え
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
方
の
絶
大
な
る
御
支
援
を

い
た
だ
き
７
期
目
の
当
選
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
心
よ
り
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
今
後
も
「
行
政
と
市
民

の
パ
イ
プ
役
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
全

力
で
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。真
剣
・

誠
実
・
行
動
で
皆
様
方
に
お
応
え

し
、
御
恩
返
し
に
努
め
ま
す
。

皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
で
８
期

連
続
し
て
議
席
を
賜
り
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
様

の
生
活
の
中
か
ら
の
お
声
を
真
正

面
か
ら
受
け
と
め
、
そ
の
実
現
を

め
ざ
し
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、
何
と
ぞ
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「
好
き
や
ね
ん
吹
田
」

自
分
が
育
っ
た
こ
の
街
が
好

き
&
思
い
起
こ
せ
ば
４
年
前
、
傍

観
者
で
い
た
く
な
い
と
い
う
気
持

ち
か
ら
議
員
に
な
る
事
を
決
意
し

た
私
で
す
。こ
れ
ま
で
も
、そ
し
て

こ
れ
か
ら
も
そ
の
初
心
を
忘
れ
る

こ
と
な
く
全
力
で
頑
張
り
ま
す
。

地
方
自
治
は
民
主
主
義
の
礎
。

地
方
分
権
の
叫
ば
れ
る
昨
今
、
自

立
・
自
助
の
精
神
の
下
、
新
し
い

吹
田
の
町
づ
く
り
、
自
由
で
平
等

な
社
会
づ
く
り
、
弱
者
に
や
さ
し

い
地
域
づ
く
り
に
、
過
去
か
ら
現

在
を
踏
ま
え
未
来
に
向
っ
て
、
努

力
邁
進
す
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

○
２１
世
紀
に
お
い
て
、
痛
み
を

分
か
ち
合
い
、
心
の
ふ
れ
あ
う

心
や
さ
し
い
街
づ
く
り
の
推
進
。

○
地
方
の
時
代
は
、
分
権
と
規
制

緩
和
の
促
進
が
必
要
。
そ
の
た
め

に
議
会
と
行
政
と
市
民
の
パ
イ
プ

役
に
。

○
緑
と
花
い
っ
ぱ
い
の

快
適
空
間
の
建
設
。

７
期
連
続
し
て
当
選
の
栄
を
賜

り
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

長
引
く
不
況
の
中
、
市
財
政
も

悪
化
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま

す
。し
か
し
、市
民
の
ニ
ー
ズ
は
多

様
化
し
苦
慮
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

生
活
者
の
視
点
か
ら
見
た
思
い
切

っ
た
行
財
政
改
革
に
努
力
し
ま
す
。

６
期
目
の
議
席
を
賜
り
、
心
か

ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。「
快
適
な

生
活
環
境
を
め
ざ
し
て
」
�
地
域

の
環
境
整
備
�
高
齢
者
施
策
の
充

実
�
健
や
か
な
青
少
年
施
策
の
推

進
�
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
施
策
の
充
実

�
生
活
に
直
結
す
る
交
通
の
整

備
、
等
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
、
こ
れ
か
ら

の
４
年
間
は
操
車
場
跡
地
利
用
問

題
な
ど
ま
ち
づ
く
り
の
ハ
ー
ド
面

で
吹
田
の
未
来
を
大
き
く
方
向
づ

け
ま
す
。
あ
わ
せ
て
社
会
保
障
な

ど
の
ソ
フ
ト
面
で
も
み
な
さ
ん
に

託
さ
れ
た
願
い
と
公
約
の
実
現
に

向
け
て
が
ん
ば
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

あ
た
た
か
い
御
支
援
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。「
市
民
が
主
人

公
」を
モ
ッ
ト
ー
に
子
育
て
支
援
、

障
害
者
・
高
齢
者
施
策
、
女
性
施

策
な
ど
を
充
実
さ
せ
、
す
べ
て
の

市
民
の
み
な
さ
ん
が
大
切
に
さ
れ

る
市
政
を
め
ざ
し
て
頑
張
り
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

３
期
目
の
議
席
を
得
ま
し
て
市

民
の
み
な
さ
ん
へ
の
お
約
束
を
実

現
す
る
た
め
に
初
心
に
か
え
っ
て

が
ん
ば
り
ま
す
。
福
祉
・
教
育
・
環

境
を
ま
も
り
、
公
正
で
民
主
的
な

「
住
民
が
主
人
公
」の
市
政
を
め
ざ

し
て
ま
い
り
ま
す
。
い
っ
そ
う
の

ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

�
福
祉
と
医
療
の
水
準
を
守
る

こ
と
、
�
吹
田
へ
の
貨
物
駅
移
転

を
許
さ
ず
、
環
境
を
守
る
こ
と
が

当
面
の
大
き
な
課
題
で
す
。

市
政
の
方
向
を
根
底
か
ら
決
め

る
の
は
市
民
の
世
論
と
運
動
で

す
。
み
な
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
、

公
約
実
現
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

２１
世
紀
の
日
本
を
支
え
る
青
少

年
が
親
孝
行
の
大
切
さ
と
恩
を
感

じ
感
謝
す
る
心
を
育
て
る
倫
理
社

会
の
実
現
を
め
ざ
す
と
共
に
、
福

祉
、医
療
、教
育
、商
業
の
振
興
、地

域
の
絆
づ
く
り
な
ど
に
取
り
組
み

ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
は
変
ら
ぬ

ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

市
民
本
位
の
市
政
の
確
立
を
目

指
し
て
、
皆
様
に
社
会
通
念
か
ら

も
ご
理
解
い
た
だ
け
る
施
策
を
重

要
視
し
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、子

ど
も
た
ち
に
は
、
日
本
人
と
し
て

の
誇
り
と
共
に
国
際
人
と
し
て
の

自
覚
を
持
っ
て
外
国
と
お
つ
き
あ

い
が
で
き
る
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

青
少
年
が
大
い
な
る
夢
と
ロ
マ

ン
を
抱
い
て
育
つ
教
育
を
は
じ

め
、
お
年
寄
り
・
母
と
子
・
障
害

者
を
守
る
福
祉
の
充
実
な
ど
「
青

少
年
の
健
全
育
成
と
福
祉
の
推

進
」
を
基
本
理
念
に
、
花
と
緑
に

つ
つ
ま
れ
た
吹
田
の
街
づ
く
り
の

た
め
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

優
し
い
福
祉
社
会
、
わ
か
り
や

す
く
楽
し
い
教
育
を
め
ざ
す
こ
と

に
よ
っ
て
、「
い
つ
ま
で
も
住
み
続

け
た
い
街
吹
田
、
住
ん
で
良
か
っ

た
街
吹
田
」と
い
え
る
よ
う
に
、微

力
な
が
ら
一
生
懸
命
取
り
く
ん
で

ま
い
り
ま
す
と
共
に
、
市
民
本
位

の
市
政
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

一
、
か
わ
い
い
子
ど
も
た
ち
の

未
来
の
た
め
に
'

二
、
や
さ
し
い
環
境
に

囲
ま
れ
た
町
づ
く
り
'

三
、
お
と
し
よ
り
や
障
害
の

あ
る
人
が
安
心
し
て

く
ら
せ
る
町
づ
く
り
'

公
約
実
現
の
た
め
努
力
し
ま
す
。

あ
た
た
か
い
ご
支
援
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

梅
田
貨
物
駅
の
吹
田
へ
の
移
転

に
反
対
し
、
環
境
を
守
り
住
み
よ

い
街
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。福
祉
・

く
ら
し
・
営
業
を
守
り
、「
市
民
が

主
人
公
」
の
立
場
を
貫
い
て
、
決

意
新
た
に
頑
張
り
ま
す
。

「
市
民
が
主
人
公
」の
立
場
を
貫

い
て
、
決
意
新
た
に
頑
張
り
ま
す
。

財
政
問
題
を
理
由
に
国
で
も
地

方
で
も
行
財
政
改
革
と
称
し
て
、

く
ら
し
・
福
祉
の
予
算
が
削
ら
れ

て
い
ま
す
。真
の
ム
ダ
を
削
り
、市

民
本
位
の
予
算
と
施
策
の
充
実
を

図
る
為
に
全
力
で
取
組
み
ま
す
。

あ
た
た
か
い
ご
支
援
で
６
期
目

の
当
選
を
は
た
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
介
護
と
国
保
、
学
校
施

設
改
修
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
ど
き

め
細
か
な
街
づ
く
り
を
す
す
め
ま

す
。「
貨
物
駅
」移
転
反
対
、住
民
参

加
の
街
づ
く
り
な
ど
身
近
に
お
役

に
立
つ
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

い
つ
も
、
あ
た
た
か
い
ご
支
援

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

長
び
く
不
況
と
政
府
の
弱
者
切

り
す
て
政
治
の
も
と
、
吹
田
市
政

が
３５
万
市
民
の
く
ら
し
と
地
域
経

済
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う

に
、
全
力
を
あ
げ
て
が
ん
ば
り
ま

す
。

２１
世
紀
の
吹
田
を
担
う
青
少
年

の
心
身
共
健
全
育
成
に
努
力
し
ま

す
。高
齢
化
社
会
に
対
応
し
、介
護

に
不
安
の
な
い
在
宅
福
祉
な
ど
一

層
き
め
細
か
い
施
策
を
推
進
し
ま

す
。
次
世
代
に
悔
い
の
な
い
引
継

が
出
来
る
よ
う
市
政
推
進
に
努
力

し
環
境
整
備
に
全
力
を
挙
げ
ま
す
。

皆
様
の
代
弁
者
と
し
て
議
席
を

与
え
て
い
た
だ
き
誠
に
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。初
心
を
忘
れ
ず
、市

民
生
活
に
今
何
が
最
も
重
要
で
今

何
を
な
す
べ
き
か
を
熟
知
し
、
将

来
に
悔
い
を
残
さ
な
い
よ
う
、
そ

の
事
を
日
々
自
覚
し
、
今
後
の
市

政
運
営
に
反
映
し
て
参
り
ま
す
。

統
一
地
方
選
挙
後
の
初
議
会
で

あ
る
６
月
臨
時
会
も
終
わ
り
、
新

し
い
議
会
役
員
が
決
ま
り
ま
し

た
。本

号
は
、
そ
の
紹
介
と
簡
単
で

は
あ
り
ま
す
が
、
市
民
の
信
託
を

受
け
た
各
議
員
の
抱
負
を
中
心
に

発
行
し
ま
し
た
。

竹 内 忍 一

奥 谷 正 実

木 村 裕

島 晃

坂 口 妙 子

六 島 久 子

中 本 美智子

民主市民連合
�４８６０―１３３１

民主市民連合
�６８７７―０９５２

民主市民連合
�６８３２―５９１７

公 明 党
�６３８４―５９５０

公 明 党
�６８７５―００９８

公 明 党
�６３８０―２６８４

吹田いきいき市民ネットワーク
�４８６４―２８７４

市
政
に
対
す
る

わ
た
し
の
抱
負

（
議
席
順
…
氏
名
の
上
の
数
字
は
議
席
番
号
）

池 渕 佐知子

寺 尾 恵 子

和 田 学

森 本 彪

山 本 力

神 保 義 博

桑 原 薫

宇都宮 正 則

福 屋 隆 之

梶 川 文 代

吹田いきいき市民ネットワーク
�４８６１―７４１８

吹田いきいき市民ネットワーク
�６８７５―６４７１

民主市民連合
�６８７５―５２１６

民主市民連合
�６８７１―５６６５

民主市民連合
�６８７６―１５６９

公 明 党
�６３８６―０３５９

公 明 党
�６８３１―６８６８

公 明 党
�６３８１―７４７３

公 明 党
�６８７１―４２３３

すいた連合
�６３１９―３３３７

生 野 秀 昭

藤 木 祐 輔

由 上 勇

信 田 邦 彦

柿 原 真 生

塩 見 みゆき

竹 村 博 之

村 口 始

中 野 紀世志

豊 田 稔

市民リベラル
�６８７７―８１００

市民リベラル
�６３８４―４１５５

無 所 属
�６３８３―０７１３

民主市民連合
�６３８４―６２１２

日本共産党
�６８３１―５６６４

日本共産党
�６８７６―７０５８

日本共産党
�６３８９―２７４０

日本共産党
�０９０―１９５６―２１７０

自由民主党
�６３８５―７５３５

自由民主党
�６３８４―３２２９

野 村 義 弘

藤 川 重 一

木 下 平次郎

山 根 孝

曽呂利 邦 雄

倉 沢 恵

松 本 洋一郎

山 下 真 次

伊 藤 孝 義

自由民主党
�６８３１―３８７９

市民リベラル
�６８３１―４８００

市民リベラル
�６３８４―２７５８

日本共産党
�６３８２―３７３３

日本共産党
�６８３１―３１３１

日本共産党
�６８７７―９７７０

日本共産党
�６３８１―７１３８

自由民主党
�６３３７―６４０８

自由民主党
�６３８８―７１００

２００３年（平成１５年）６月２６日 発行（２）す い た 市 議 会 だ よ り

古紙配合率１００％の再生紙に大豆インキで印刷しています


